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身元調査をすること
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安来市人権に関する
意識調査より（H29）

○同和問題に関する人権

上の問題は、「結婚の際に

周囲が反対する」が最も

多く、7 割以上です。

○他にも、身元調査、居住、

就職などに関して高い問

題意識がうかがえます。

同和問題について、特にどのようなことが問題だと思いますか。（いくつでも）
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金額は円（税抜き）

　平成 29 年度から３年間で段階的

　に水道料金を改定しました。それ

　に伴い、一定以下の所得の世帯に

　対し基本料金の減免措置を行ってい

　ます。毎年度の手続きが必要です。

①減免額

改定前後の基本料金の差額分を減免額とします。

②減免の対象

　安来市内に住民登録をしている住居で、メーター

口径が 13 ミリメートル、20 ミリメートルを使用

する人のうち、生計が同じで、同一のメーターを

利用する世帯全員の前年分の総所得額が次の条件

を満たす世帯。（※生活保護受給世帯を除く）

　▼ 1 人世帯：　480,000 円以下

　▼ 2 人世帯：　960,000 円以下

口径
改定前 改訂後 減免額

（差額）～平成 29 年３月末 平成 31 年４月～
13mm 1,000 1,250 250
20mm 1,350 1,550 200

　▼ 3 人世帯：1,440,000 円以下

　▼ 4 人世帯：1,920,000 円以下

　▼ 5 人以上：1,920,000 円に 4 人を超える 1 人

　につき 330,000 円を加算した額以下　　　

③申請の方法

　「水道基本料金減免申請書」に生計を一にする人

および同一のメーターを利用する世帯全員の①住

民票②市県民税課税証明書または収入の状況がわ

かる書類を添えて申請してください。

▼申請書設置場所、申請先：水道管理課（伯太庁舎）

※市ホームページにも掲載しています。

④申請の期間

　申請年度の７月末日まで

　 ※８月１日以降に水道の使用を開始した人は、

開始日から１カ月以内に申請してください。

⑤申請の有効期間

　令和２年４月１日から令和３年３月 31 日

　※年度ごとに更新の手続きが必要です。

⑥減免制度の期間

　令和４年３月 31 日までになります。

水道料金改定に伴い基本料金の減免制度を設けています

問い合わせ：水道管理課☎ 23-2020


